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1. はじめに 

近年，低温プラズマの農業応用研究が注目され

ている．当グループではイネやイチゴを対象とし

て，実験室のみならずフィールドでの栽培過程で

低温プラズマ処理を行い，苗の生育のほか収穫量

や品質に対して有効であることを明らかとして

きた.1-3) 本研究では，イネ栽培における稲穂の登

熟過程に着目し，出穂後開花が確認された穎花に

対して特定の時期に低温プラズマ照射すること

で玄米の品質に対する効果を検討した.  

2. 実験方法 

2017年, 名古屋大学農学部附属農場（愛知県東

郷町）の試験水田に定植された酒米品種イネ（山

田錦）20株を8月10日にワグネルポットに移植し，

以後はハウス内で生育を続けた．8月31日出穂開

始後，総数807粒の穎花に対し開花日を記録する

とともに，ペン型のプラズマ装置を用いて開花1, 

5, 10, 15日後いずれかにおいてプラズマ照射した．

開花40日後，種子を個別に採取し，籾を除いて玄

米を調製した．玄米の品質を評価するため心白歩

合を算出した． 

3. 実験結果および考察 

酒米品種の特長として胚乳に心白 (white core) 

と呼ばれるデンプンの結晶化が不完全な形質が

形成される(Fig.1(a))．採取した玄米に対して開花

後日数で心白歩合を算出した(Fig.1(b))．未照射の

玄米では30.9%であった．開花1日後プラズマ照射

した玄米では21.3%に減少したが，開花10, 15日後

ではそれぞれ46.0%, 43.0%で未照射より増加し

た．すなわち開花後の特定の時期に稲穂に対して

プラズマ照射すると高品質の酒米が生産可能と

なることが示唆された． 
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Fig.1 Effect of plasma irradiation on forming white core 

(a) Transmission image of white-core rice 
(b) Ratio of white core to whole grains for each  

condition of plasma irradiation 
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